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1. まえがき

1 9 9 0 年代に入り，ソフトウェア規模 / 難易

度の増大に伴い，ソフトウェア開発のプロセ

ス改善が重要視されてきている。

本稿ではカーネギーメロン大学にて作成さ

れ た ソ フ ト ウ ェ ア 能 力 成 熟 度 モ デ ル

(Capability Maturity Model for Software:

以下，CMM) (1),(2),(3)を基にしたソフトウェア開

発プロセス改善の取り組みと実践結果を報告

する。

2 . C M M の概略

C M M は，ソフトウェア開発プロセス成熟度の

枠組みと質問票から成るプロセス改善のツール

であり，このツールを利用してアセスメント

(検査)を行うと，現在のプロセス成熟度と改善

すべき内容を知ることができる。

プロセス成熟度は 5 段階(図 1 )に分かれてお

り，各々の段階で改善を行う焦点となる構成要

素(キープロセスエリア)(表 1)を持っている。

3 . 取り組みまでの経緯

2 0 0 1 年当時，パイオニアシステムテクノロ

ジー株式会社(以下，PS T )は会社として立ち上

がってから 4 期目であり(PST 本社での独自開発

自体は 2 期目)，開発の仕組み(プロセス)であ

る開発プロジェクトの管理，監視，是正処置な

どに十分な対応ができる状況ではなかった。ま

た専門とする車載オーディオ機器開発の経験者

は少ないが，これから開発プロジェクト数を増

加していく予定であった。

このような状況のまま開発プロジェクト数を

増やしていくことは困難( 危険) であると判断

し，開発に関わる諸問題を検討するために設立

されていた技術委員会にて，開発情報の整理を

行う Work　Group(以下，WG)，開発工数の計測

を行う WG などを立ち上げ，約 1 年間改善活動を

実施した。

各 WG において改善活動は行われたが，ソフト

ウェア開発プロセスとして統一した改善方法の

指針が必要と判断し，2002 年初頭より CMM を基
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図 1 ソフトウェアプロセス成熟度

表 1 キープロセスエリア

(参考文献*2より抜粋)

(参考文献(2)より抜粋)

にしたソフトウェア開発プロセスの改善を進め

ることとした。

4 . 取り組み

4.1 セルフアセスメントの実施

社内人員で，まず目標とする｢反復できる｣成熟

度(以下，CMM レベル2)に対してセルフアセスメン

ト(自己検査)を実施した。この際，6 つあるキー

プロセスエリアの内，｢ソフトウェア外注管理｣は

社外への委託開発を行っていないため，対象外

と判断して除外した。また，CMM は一般的な開発

モデルとなっているため，使用している用語や

組織構造を自社内用に読み替える必要があった。

実施方法は CMM レベル 2 の質問票に対し，社

内の開発経験者より回答をもらうという形式を

採用した。

4.2 セルフアセスメントの結果と対応

5 つあるキープロセスエリアの内，2 つの
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キープロセスエリアがまったく対応できていな

いことが分かった(表 2 )。　

また，開発業務と兼務で今回の改善活動を推

進することは困難であると判断し，CM M 推進事

務局を設立することとした。

この結果をもって，技術委員会を母体とした

｢ソフトウェア品質保証｣を検討するプロセス定

量化 W G ，｢ ソフトウェア構成管理｣ を検討する

データ管理 W G ，長期的な視野を考慮して教育

を検討する教育 WG を立ち上げ，2002/12 実施予

定とした簡易版 CMM レベル 2 受審に向けて，CMM

レベル 2 のソフトウェア開発プロセスを整備す

ることを目標とする改善活動を行った。組織体

制を図 2 に示す。

4.3 取り組み結果

2 0 0 2 年末に，目標としたソフトウェア開発

プロセスの整備を完了した。

簡易版 CMM レベル 2 の受審結果では，｢CMM レ

ベル 2 の土台の骨格が揃ってきました，今後は

整備したソフトウェア開発プロセスの定着と組

織の成熟が必要です｣ との指摘を受けた。

今後は整備したソフトウェア開発プロセスの

実践と，その過程において改善活動を行ってい

くこととした。

5 . 実践

5.1 実践状況

2 0 0 2 年から，整備したソフトウェア開発プ

ロセスに基づいて，自社内で行う車載オーディ

オ機器開発プロジェクトの推進を行っている。

5 . 2 品質保証チームの設立

開発プロジェクトとは別に品質保証を行う専

任チームが必要と判断し，品質保証( 以下，

SQA)チームの立ち上げを行った。SQA チームは

ソフトウェア開発プロジェクトに対してソフト

ウェア開発プロセスの遵守状況確認として毎月

以下の 5 項目(表 3，図 3 ～ 6 )に対しての確認

を実施し，S Q A からの定期報告を行うことに

よってソフトウェア開発状況に可視性を持たせ

るようにした。

SQA の報告に対しては社長の所見，部門長の

所見(表 4 )を記入することとし，逸脱事項が確

表 2 セルフアセスメント結果

図 2 組織体制
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図 4 問題点の取り組み状況報告例

図 5 予定工数の消化状況報告例

表 3 QA 確認事項

図 3 問題点の対策状況報告例
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図 6 D R の実施状況報告例

表 4 所見記入例

認された場合はトップダウン( 社長→部門長→

プロジェクトリーダ) の是正指示やフォローが

行われるようにした(図 7 )。

SQA の定期報告は毎月 1 回実施(表 5 )として

いるが，開発期間の終盤では逸脱事項の是正指

示遅れやフォロー遅れが，開発結果を大きく左

右するため，懸案事項の状況確認と報告を毎週

行うようにした。　

5.3 ツール導入とサポート専門チームの設立

定義したソフトウェア開発プロセスの実践に

は人手のみでは困難であり，進捗管理ツールや

構成管理ツールなどのツールやインフラを導入

したが，このツールやインフラの保守に関わる

諸問題も多々発生するため，専門のサポート

チームとしてシステムマネージメントオフィス

(SM O )を立ち上げ，問題発生時に速やかな対応

が出来るようにした(図 7 )。

　

6 . まとめ

ソフトウェア開発プロジェクトに可視性を持た

せることが出来るようになり，ソフトウェア開発

状況の把握がし易くなった。結果として，ソフト

ウェア開発プロジェクトにて逸脱事項が発生した

場合に早目にフォローを行うことが可能となった。

反省点としては，一般的なソフトウェア開発

モデルである CMM を理想的に読み取ってソフト
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表 6 定期報告状況(週報)

図 7 SQA 報告ルートと SMO サポート

表 5 定期報告状況(月報)

ウェア開発プロセスを整備してしまった箇所が

あるため，現状の組み込みマイコン開発に対し

て適切なソフトウェア開発プロセスを整備出来

たとはいい切れない。

また，本稿の改善活動の大部分は経営者層の

改善指示と資金援助があった上で実現出来た結

果であり，トップダウンによる改善活動となっ

たが，今後のソフトウェア開発プロセスの実践

課程における改善活動を行うためには現場から

のボトムアップによる改善活動が必要である。
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